












家は失ったが変わらず自由への

闘争を強化する覚悟ができている



ひとたび干ばつの影響が食い止められると、EPLFはテッセネイや北東サヘル地域での勝利や、大がかり

なアスマラ奇襲作戦などに乗り出した。1985年7月にはEPLF軍はバレンツを奪還した。バレンツは、ほと

んどの町がEPLFによって解放された1977～78年のエリトリアの攻勢の際にもデルグが守りきった町であ

った。デルグはこの一撃に驚きエチオピアから増強した軍隊を引き入れ、犠牲の多い無謀な作戦の後に

EPLFが撤退を決めるまでバレンツに戻ることができなかった。バレンツ獲得はEPLFにとって大きな勝

利であった。7700名のエチオピア軍兵士が戦闘不能に陥り、大量の武器弾薬や戦車、迫撃砲が鹵獲さ

れ、EPLFの兵力が増強された。バレンツの戦いの成果は、後の軍事的進展において明らかであった。
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バレンツへ向けて―熱心な若者たち


